
来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
お
子
さ
ん
（
平
成
１４
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
１５
年
４
月
１
日
生
ま

れ
）
の
就
学
時
健
康
診
断
を
左
表

の
日
程
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

入
学
対
象
者
の
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
９
月
に
通
知
書
を
郵
送
し

て
あ
り
ま
す
が
、
届
い
て
い
な
い

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
学
を
予
定
す
る
学
校

で
の
受
診
が
原
則
で
す
。

入
学
校
を
変
更
す
る
場
合
や
ご

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早

め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
学
務
班

!
７３
・
０
０
９
４

就学時健康診断日程表 来来
春春
新新
一一
年年
生生
にに
なな
るる
おお
子子
ささ
んん
にに

就
学
時
健
康
診
断

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

を
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
今
年
度
も
１０
月
２０
日
（
月
）

〜
２６
日
（
日
）
の
一
週
間
を
「
行

政
相
談
週
間
」
と
定
め
、
一
日
合

同
行
政
相
談
や
特
設
行
政
相
談
所

な
ど
を
開
設
し
ま
す
。

市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
先
が

け
１０
月
１２
日
（
日
）
に
市
民
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
相
談
室
で
１０
時
か

ら
１５
時
ま
で
人
権
・
行
政
合
同
相

談
を
開
設
し
ま
す
。
次
の
問
い
合

わ
せ
先
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
苦
情
１
１
０
番
…
０
５
７
０

・
０
９
０
１
１
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４

３
・
２
４
６
・
９
８
２
９

http
://w

w
w

.soum
u.go.jp/

（
総
務
省
千
葉
行
政
評
価
事
務
所
）

問
秘
書
課
秘
書
班
!
７３
・
０
０
８
０

１１００
月月
２２００
日日
〜〜
２２６６
日日

休館日…１０月２日（木）・１４日（火）・毎週月曜日
日曜日の開館時間…９時～１７時
◆赤ちゃんと楽しむわらべうたの会
わらべうたの心地よい響きとリズムで、赤ちゃんと

ふれあいながら楽しく遊びましょう。赤ちゃんにおす
すめの絵本の展示や紹介もします。
日時…１０月２１日（火）１０時～１１時 会場…八日市場図
書館２階和室 対象…生後６か月児から１歳児と保護
者 募集定員…１５組
本の貸出期間は２週間、一般書は１０冊＋雑誌１０冊、

児童書は何冊でも借りることができます。利用は無料
です。＊ホームページから資料の検索や行事案内など
がご覧いただけます。

アドレス http : //www.library.sosa.chiba.jp
問八日市場図書館!７３ー３７４６（１７時まで）

短

歌

土
屋
耕
一
推
薦

か
す
か
な
る
物
の
気
配
に
ふ
り
む
け
ば
片
足
と
れ
た

き

る
バ
ッ
タ
飛
び
来
ぬ

加
藤

八
枝

を
さ
な
ご

む
な

幼
児
に
声
を
か
け
ら
れ
笑
顔
に
て
振
る
手
空
し
や
声

失
せ
し
身
の

森
川

梅

病
院
の
七
夕
飾
り
に
健
康
を
願
ひ
て
書
き
ぬ
赤
き
短

冊

川
村
千
賀
子

ほ
う
お
ん

入
院
し
人
の
情
け
の
身
に
し
み
ぬ
報
恩
の
余
生
如
何

に
過
ご
さ
ん

中
島

静
代

く
り
や

せ

厨
か
ら
ご
飯
が
炊
け
た
と
急
き
立
つ
る
風
呂
も
沸
き

し
と
鳴
る
電
子
音

鈴
木

和
子

へ

友
集
う
花
の
辺
の
里
緑
濃
く
み
な
元
気
に
て
再
会
う

れ
し

石
井

房
代

は
ん
に
ゃ
し
ん
き
ょ
う

念
願
の
叶
ひ
て
来
た
る
四
国
遍
路
般
若
心
経
唱
へ
つ

つ
行
く

伊
藤
登
美
枝

制
服
に
制
帽
姿
の
老
紳
士
定
年
記
念
か
写
真
屋
に
あ

り

木
島

仁
美

学学 区区
平木、東谷、上谷中、荻野、
川向

椿、春海

八日市場イ・ロ・ハ・ニ・ホ、
若潮町
中台、松山、長岡、大浦、山桑、
生尾、宮本、堀ノ内、長丘
富岡、飯倉、時曽根、貝塚、亀崎、
新、田久保、木積、久方、飯倉台
横須賀、高、蕪里、高野、
みどり平
吉崎、長谷、登戸、西小笹、
東小笹
吉田、八辺、南神崎、南山崎、
入山崎、山崎
飯高、片子、大堀、金原、安
久山、小高、飯多香、大保里、
公崎、城下、加多古
大寺、飯塚、米持、内山、
内山新田

川辺、栢田、堀川

野手、今泉、新堀

時時 間間
１４：００～
受付１３：３０～１３：４５
１３：３０～
受付１２：５０～１３：１５
１３：３０～
受付１３：００～１３：２０
１４：００～
受付１３：４０～１３：５０
１３：３０～
受付１３：００～１３：２５
１３：３０～
受付１３：１０～１３：２５
１３：３０～
受付１３：１５～１３：３０
１３：４５～
受付１３：３０～１３：４０

１４：００～
受付１３：４５～１３：５５

１３：３０～
受付１３：１５～１３：３０
１４：００～
受付１３：４５～１３：５５
１３：３０～
受付１３：００～１３：２０

実実 施施 日日
１０月１６日（木）
受付：体育館
１０月１５日（水）
受付：低学年昇降口
１０月２７日（月）
受付：体育館
１０月２４日（金）
受付：玄関

１０月１０日（金）
受付：体育館
１０月１５日（水）
受付：体育館
１０月１６日（木）
受付：体育館
１０月８日（水）
受付：玄関

１０月２７日（月）
受付：昇降口

１０月１６日（木）
受付：東昇降口
１０月２３日（木）
受付：体育館
１０月１６日（木）
受付：体育館

入入学学校校名名

平和小学校

椿海小学校

八日市場小学校

匝瑳小学校

豊栄小学校

須賀小学校

共興小学校

吉田小学校

飯高小学校

豊和小学校

栄小学校

野田小学校

く
ら
し
の
情
報

図書館だより

行
政
相
談
週
間
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十
月
六
日
、
中
台（
匝
瑳
地
区
）

脱
走
塚
で
水
戸
市
の
団
体
に
よ

り
、
八
日
市
場
・
松
山
戦
争
で
の

じ
ゅ
ん
な
ん

殉
難
者
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
松
山
戦
争
」
は
、
１
８
６
８

年
（
明
治
元
年
）
十
月
六
日
（
現

在
で
は
十
一
月
十
九
日
）
の
昼
ご

ろ
、
現
在
の
そ
う
さ
ぬ
く
も
り
の

郷
が
建
つ
台
地
周
辺
で
行
わ
れ
た

水
戸
藩
最
後
の
内
部
抗
争
を
い

い
、
そ
の
戦
死
者
を
埋
葬
し
た
の

が
脱
走
塚
で
す
。

幕
末
の
水
戸
藩
は
天
狗
・
諸
生

両
派
に
二
分
さ
れ
藩
内
抗
争
を
く

り
返
す
中
で
、
幕
府
崩
壊
に
よ
り

諸
生
派
は
立
場
を
失
い
ま
し
た
。

同
年
３
月
に
水
戸
を
脱
出
し
た
諸

生
派
市
川
勢
は
北
越
、
会
津
と
転

戦
し
、
最
後
は
八
日
市
場
・
松
山

台
で
の
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

２
時
間
余
り
の
戦
い
が
終
わ
っ

た
後
の
遺
体
処
理
は
松
山
・
中
台

両
村
民
が
行
い
、
翌
２
年
５
月
に

は
供
養
塔
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
以
降
両
村
の
人
た
ち
は
折
々

に
供
養
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

１
８
８
９
年
（
明
治
２２
年
）
５

月
に
は
二
十
一
回
忌
法
要
が
あ

り
、
紅
白
の
餅
を
投
げ
る
な
ど
の

に
ぎ
わ
い
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

１
９
２
５
年（
大
正
１４
年
）に
な

っ
て
市
川
勢
の
子
孫
朝
比
奈
知
泉

兄
弟
が
中
台
・
脱
走
塚
を
訪
れ
、

翌
年
に
は
松
山
・
中
台
両
地
区
民

ら
７０
余
名

の
寄
付
を

得
て
供
養

碑
が
建
て

ら
れ
ま
し

た
。
碑
文

に
「
香
火

絶
え
ず
、

今
日
に
至

る
」
と
あ

る
よ
う
に

地
域
の
人

た
ち
の
お
参
り
は
ず
っ
と
続
い
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。

昭
和
３５
年
脱
走
塚
は
史
跡
と
し

て
文
化
財
指
定
を
受
け
、
同
４１
年

１０
月
１４
日
市
民
３
０
０
余
名
が
参

加
し
て
「
脱
走
塚
百
年
祭
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
４０
年
、

水
戸
市
で
の
諸
生
派
市
川
勢
の
調

査
研
究
も
進
み
、
よ
う
や
く
そ
の

足
跡
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
出
版
物
で
は
、
明
治
元

年
十
月
一
日
の
水
戸
弘
道
館
で
の

戦
い
に
敗
れ
た
市
川
勢
約
８０
名
は

銚
子
を
経
て
東
京
を
目
指
す
途

中
、
八
日
市
場
村
福
善
寺
に
立
ち

寄
り
解
散
を
決
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
後
ま
で
追
討
軍
と
戦
う
こ

と
を
決
め
た
者
も
あ
り
、
市
川
勢

は
こ
の
戦
い
で
４１
人
が
戦
死
・
焼

死
、
１０
人
が
の
ち
に
逮
捕
処
刑
さ

れ
、
３０
人
が
生
き
延
び
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
、
一
四
〇
年
忌
慰
霊
法
要

を
行
う
の
は
、
水
戸
藩
諸
生
派
の

子
孫
で
組
織
す
る
「
水
戸
殉
難
者

恩
光
碑
保
存
会
」
で
す
。
「
水
戸

藩
幕
末
の
史
実
が
歴
史
の
闇
に
消

え
て
し
ま
う
」
と
の
危
機
感
か
ら

設
立
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
中
台

区
の
皆
さ
ん
も
法
要
に
参
加
し
ま

す
。
一
四
〇
年
目
の
秋
も
戦
死
者

を
悼
む
心
が
水
戸
の
子
孫
と
つ
な

が
り
ま
し
た
。

問
八
日
市
場
図
書
館
!
７３
・
３
７
４
６

一
四
〇
年
目
の
秋

松
山
戦
争
殉
難
者
慰
霊
祭

★力作募集中★
あて先…匝瑳市秘書課広報広聴班
〒２８９－２１９８ 匝瑳市八日市場ハ７９３番地２
!７３－００８０、ＦＡＸ７２－１１１４

川
口
城
司
推
薦

一
面
の
黄
金
の
稲
田
に
近
づ
き
て
つ
ば
め
は
わ
が
世

と
ひ
る
が
へ
り
を
り

大
木

政
子

猛
暑
の
中
出
窓
の
屋
根
の
ペ
ン
キ
塗
り
よ
く
働
く
と

自
画
自
賛
す
る

押
本
富
美
子

う

書
に
倦
め
ば
背
筋
伸
ば
し
て
吟
詠
に
励
む
慣
ひ
の
三

年
過
ぎ
た
り

小
川

知
至

そ

宵
闇
に
浮
か
ぶ
如
く
に
咲
き
初
む
る
夕
顔
に
今
日
の

暑
さ
忘
る
る

石
田

秀
子

俳

句

西
野
棠
雨
推
薦

そ

ば

遠
山
に
雲
の
か
が
や
く
蕎
麦
の
花

中
川
ま
さ
子

天
高
し
的
射
つ
音
の
は
づ
み
を
り

光
!
甲
江
子

い
も
あ
ら
し

芋
嵐
よ
く
似
た
家
の
建
ち
並
ぶ

八
木
佐
久
司

風
の
盆
風
を
静
め
る
仕
草
あ
り

石
毛

浩
子

露
の
世
に
光
陰
重
ね
夢
捨
て
ず

太
田
三
樹
夫

さ

る

す

べ

り

一
病
に
余
生
狂
は
す
百
日
紅

伊
藤

友
子

こ
お
ろ
ぎ

蟋
蟀
や
合
鍵
一
つ
鉢
の
下

岩
井

や
す

せ

が

き

ば
ち
さ
ば

打
揃
ふ
施
餓
鬼
太
鼓
の
桴
捌
き

依
知
川
き
よ

川
口
城
司
推
薦

は
ね

蝉
生
れ
朝
日
に
翅
を
と
と
の
ふ
る

山
口

静
堂

ゆ

あ

す
ず
む
し
の
鈴
の
間
近
に
湯
浴
み
を
り

伊
藤

定
子

も
く
も
く
と
象
に
な
り
た
り
沖
の
雲

高
野

操

川

柳

!
梨
果
宝
推
薦

変
人
と
何
時
か
気
が
合
い
和
を
保
ち

石
毛
惣
一
郎

へ
そ
ま
が
り
何
時
も
心
は
佗
し
そ
う

関
川

幸
子

へ
ぼ
将
棋
い
つ
も
な
が
ら
の
技
で
勝
つ

常
世
田
や
す
子

ヘ
ア
ピ
ー
ス
幾
つ
も
変
え
て
若
さ
売
り

平
山

右

と
ぼ
け
顔
気
付
く
相
手
に
ほ
っ
と
す
る

鈴
木
ツ
ネ
子

衣
食
住
あ
っ
て
呑
気
な
フ
リ
ー
タ
ー

榎
本
ひ
か
る

か

聞
き
下
手
で
人
の
心
を
掻
き
む
し
り

伊
藤
さ
と
こ

お
互
い
に
止
ま
る
だ
ろ
う
と
事
故
現
場

鈴
木
十
世
志

川
口
城
司
推
薦

哀
し
く
も
や
さ
し
き
友
が
永
遠
の
旅

加
瀬
き
よ
子

"

松山戦争の弔魂碑

１１


